
1-12 「知っている」かどうか聞く 

（東京を知っていますか／福岡という町を知っていますか／彼が帰国するのを知っていますか） 

 

基本文型 

① Ｎを知っていますか。 

② Ｎ１というＮ２を知っていますか。 

③ Ｖ／Ａ／Ｎ普通形のを知っていますか。 

② Ｎ２＝Ｎ１が属するカテゴリーを表す名詞（人、町、ところ、国、動物、食べ物･･･） 

 

 

 

 

 

 

ポイント 

 

 

 

【文型・文法のポイント】 

1.「〜を知っていますか」の形で、その内容について知っているかどうかを聞く。 

2.聞き手がおそらく知らないだろうと予想される場合には、①よりも②の言い方の方が自然。 

3.答えが「いいえ」の場合 

①「Ｎを 知っていますか。」         → 「いいえ、知りません」 

②「Ｎ１ という Ｎ２を 知っていますか。」   → 「いいえ、知りません」 

③「Ｖ／Ａ／Ｎ普通形 のを 知っていますか。」→  「いいえ、知りませんでした」 

 ＊「知りませんでした」は、相手に質問されるまで質問された情報を知らなかったということ。 

形容詞文、名詞文でも練習が必要。 

 

【教える時のポイント】 

・ 「～って知っていますか／知ってる？」のカジュアルな形も場合によっては提示する。（自分から発話する場合

は、丁寧な形だけでもよいが、相手が年上の場合、カジュアルな形で質問されることもあるので、聞いてわか

る程度には練習が必要な場合もある） 

・「知っています」→「知ります」／「知りません」→「知っていません」という間違いが多いので注意。 

 

 

 

 

例文 

 

 

 

＜丁 寧＞ 

1．Ａ：明太子を知っていますか。  

Ｂ：はい、知っています。／いいえ、知りません。 

 

2. Ａ：山笠というお祭りを知っていますか。 

  Ｂ：はい、知っています。／いいえ、知りません。 

 

3. Ａ：昨日の晩火事があったのを知っていますか。 

Ｂ：はい、知っています。／いいえ、知りませんでした。 

 

＜カジュアル＞ 

1．Ａ：明太子知ってる？  

Ｂ：はい、知っています。 

  いいえ、知りません。 

2. Ａ：山笠っていうお祭り知ってる？ 

  Ｂ：はい、知っています。 

       いいえ、知りません。 

3. Ａ：昨日の晩火事があったの知ってる？ 

  Ｂ：はい、知っています。 

       いいえ、知りませんでした。 

（「B」は学習者側なので、丁寧な答え） 

 

 

場面 

 

 

 

 

 

 


